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自治会まちづくりミーティング（要旨） 

 

1. 自治会等の名称  川島自治会連合会 

2. 日     時  平成 28年 6月 29日（水） 19時 00分～20時 30分 

3. 場     所  川島市民サービスセンター 

4. 出  席  者  自治会長 31名、 市長、 企画総務部長 

 

＜内容＞ 

○市長のあいさつ 

○連合会長のあいさつ 

○行政の説明 

 ・しあわせを実感できるまちづくりについて 

 ・新庁舎の建設について 

○テーマ概要 

 テーマ①：市民マナーの向上へ 

 テーマ②：道路整備及び側溝設置について 

 テーマ③：川島小中学校グランドの砂塵対策 

 テーマ④：大地震等の災害時避難場所の確保 

 

○提言による懇談 

テーマ①：市民マナーの向上へ 

〈松倉町自治会連合会長〉 

空き地、道路、堤防などへの空き缶等のポイ捨てや、犬の糞の後始末をしない人、大型ゴミの

河川等への不法投棄などがあるなかで、自分たちが住む、川に囲まれた美しいまちをどのように

して守っていけばよいのでしょうか。市民からの通報により、市担当課が現地確認し対応してい

ただいたり、警察署による指導も行われていますが、自治会回覧板や市の看板設置などでも、な

かなか効果が現れません。 

豊かな自然、郷土の歴史文化を自転車や散策で楽しめるような、安全で美しいまちづくりがで

きるように、この提言をします。私自身も川島地区を西から東まで歩きましたが、堤防下のゴミ

や道路が犬の糞だらけの状況を見ています。特にエーザイ北の道路がひどく、犬の糞を踏みなが

ら通学しています。警察の指導が効果があった場合もありますが、犬の糞を袋に入れたまま捨て

たり、わざわざ家から持って来て捨てるなど、ひどい状況もあります。 

〈市長〉 

まずは、個人個人のモラル向上が必要と言えるでしょう。不法投棄は犯罪であり、常習箇所に

は看板設置、市職員や環境美化監視員によるパトロール、警察との連携などで、もう少しきめ細

やかな対応を行いたい。ポイ捨てや糞の後始末には、広報紙やイベント時のチラシなどでマナー

向上を呼び掛けるべきと考えます。糞の後始末は、集団予防接種や登録時にチラシを配布したり、

獣医師会やペットショップへの要請も効果があると思いますが、自治会でも回覧などでマナー向
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上に努めていただき、その都度ご連絡をいただいて対処していくことが現状の対応策と考えます。 

〈松倉町自治会連合会長〉 

マナーを守らない人は、話をしても守らないので、粗大ゴミは警察の看板で少し減りましたし、

犬の糞は警察に現行犯で対処してもらったこともあります。 

 

テーマ②：道路整備及び側溝設置について 

〈小網町自治連合会長〉 

川島小網地区は、川島地区中心から東へ２キロほどに位置し、近年は交通の利便性から転入が

多く、街並みも変貌しつつありますが、主要道路は拡張整備される反面、旧市街地は道路整備が

遅れている箇所が多い状況です。今回の提言で示した道路は、通学路としても生活道路としても

利用されますが、降雨時に冠水し通行ができなくなります。長靴に水が入ったまま登校したり、

遠回りする児童生徒も見受けられます。是非、道路や側溝を整備し、安心して通学できるように

していただけるよう提言します。 

〈市長〉 

主要な道路は「道路ストック点検」により、老朽の度合いを調査し、交通量も勘案して計画的

に維持管理を進めています。また、生活道路は自治会要望だけでなく、市で把握している修繕状

況・人家の有無・交通量・通学路指定・老朽度合いなどを総合的に判断して対応しています。日

常的にも、職員パトロールや市民通報などで応急的処置を行っています。 

川島小網地区の東部は、木曽川堤防整備後に国から払い下げられた後、排水施設整備がなされ

ずに現在に至っており、順次整備をしていますが未整備区間も多く、今後も継続して側溝整備を

実施し、今年度は県消防学校西側で側溝整備の予定です。ご提言の１か所目（川島小網町 2141

番地 18付近）は、排水先を確保するため市道川 1号線整備を先行する必要がありますが、境界

確定が難航しており、早急には少し難しい状況です。２か所目（川島小網町 2146番地 86付近）

は自治会内での優先順位の問題もあり、それ以外でも要整備箇所が多いため、現地確認のうえ自

治会の皆様と相談し来年度以降、順次整備を進めてまいりたいと考えております。 

市民の皆様が便利で快適に生活でき、通学や高齢者、自転車にも配慮した安心・安全のまちづ

くりを目指し、道路の維持管理に努めてまいりますが、まずは、自治会の皆様と相談させていた

だきたいと思います。 

 

テーマ③：川島小中学校グランドの砂塵対策 

〈山ノ瀬自治会長〉 

川島小中学校グラウンドは、授業やクラブ活動時に強風で砂嵐のように砂塵が巻き上がり、生

徒たちを悩ませ、近隣住宅にも入り込み、大変困っています。散水ができるグラウンドと聞いて

いるのですが。このグラウンドは、市民に長年親しまれ、環境も良いのですが、風通しが良いた

め強風時には砂塵が竜巻のように吹き荒れます。なお、川島小学校の校庭グラウンドも同様の状

態であり、併せて対処をお願いします。 

〈市長〉 

川島小中学校グラウンドには、散水用のスプリンクラーが設置され散水ができる状況にはなっ

ています。市内の小中学校２５校でも、地域や学校によっては同様の状況が起こっており苦慮し
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ておりますが、今後については、スプリンクラーでこまめに散水を行って、児童生徒の支障にな

らないように対処していきたいと考えています。今回の件では、以前は川島小中学校グラウンド

東側に部室がありましたが、取り壊したために近隣住居への砂塵の影響が大きくなっていると認

識しており、来年度には旧庁舎解体と合わせて部室を新設するとともに、砂防ネットも考えてお

りますが、本年度は利用時にこまめに散水する対応を心がけてまいります。 

 

テーマ④：大地震等の災害時避難場所の確保 

〈笠田町東自治会長〉 

近年、東北大地震や熊本地震のように大きな災害に見舞われた場合に、避難所の確保に時間が

かかり、避難されている方々の苦悩が報道されています。笠田地区は、川島大橋と平成川島橋が

生活道路になっていますが、築 53 年くらい経つ川島大橋が大震災で倒壊したら、笠田住民は笠

田公民館に集合し、次の避難場所である川島小学校へは徒歩で 20～25分かかり大変です。笠田

地区は過去には、洪水で孤立したことが年 2～3 回あり、伊勢湾台風時には１週間も孤立しまし

た。 

地震時には、テレビで見ると車での避難が多く、熊本地震では車中泊も多く見られます。この

ようなときに、河川環境楽園の広く舗装された駐車場が利用できれば、笠田住民は徒歩でも 10

分ほどで避難ができ、シニアクラブや消防団からも良い考えであると言われました。今すぐでな

くても、３０年以内には大地震が起こると聞いているので、河川環境楽園は国の施設で難しいか

もしれませんが、できれば笠田住民は安心できると思います。 

〈市長〉 

河川環境楽園の駐車場は木曽川上流河川事務所が管理する国の施設であり、市として避難所に

指定はできませんが、お尋ねしたところ、各務原市の要請に基づいて駐車場を開放することは可

能とのことです。国も内閣府から災害時の車中泊に今後対応が必要とのコメントが出されており、

柔軟な姿勢をとってもらうよう要望してまいりますが、可能であるとのお答えもいただいていま

す。大地震の際には県・国・自衛隊などと連携をとって対応していきたいと思います。なお、も

ぐり橋を経て北へ向かうか、かさだ広場からサイクリングロードを東に向かうなどして稲羽地区

へ行けば避難所がありますので、北へも避難できるという認識も持っていただきたい。 

〈笠田町東自治会長〉 

前向きの回答をいただき、笠田地区の全世帯がそのように避難できれば大変喜ぶと思います。 

〈松倉町自治会連合会長〉 

川島は河川敷にできた町であり、地震時には液状化という問題もあると思います。 

〈川島自治会連合会長〉 

インターネットで公表されていると思いますが、液状化は砂と水で起こり、石が多い土壌では

起こらないように聞いています。三斗山地区は砂質土で盛土してあるため心配はありますが。 

 

その他のテーマ 

〈笠田町東自治会長〉 

笠田地区の平成川島橋から笠田の入り口までの県道で、朝見ていると 60～70キロくらいのス

ピードを出す車が多いのですが、横断歩道がなく、追い越し禁止もありません。提案もしました
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が、県道のため難しい面があると聞いています。追い越し禁止のために道路に鋲を打つと騒音が

問題となりますし、追い越し禁止の黄線や防犯灯も提案しましたが、難しいと聞いています。今

までに４回も車が突っ込んだ宅地がありますが、暗いので防犯灯か街路灯を設置してもらえれば

事故も減ると思います。 

〈小網町自治会連合会長〉 

小網からエーザイへの市道に、スピード制限の標識は設置できませんか。 

〈市長〉 

標識、横断歩道、信号などは県公安委員会の所管となります。カーブミラーやガードレールな

どは、市道なら設置できます。自治会要望をいただいている件は公安委員会へ市も要望をしてい

ますが、再度強く要望したいと思います。自治会の皆さんからも地域の声をあげていただきたい。 

〈小網第４自治会長〉 

各務原大橋から北側へ向かう幹線道路の植樹帯の雑草が多く、夏場にはかなりの高さに伸びて

おり、高校生の自転車通学に支障となっているが、除草はしてもらえないのでしょうか。 

〈市長〉 

道路の植樹帯の除草は年数回行っています。 

〈小網第３自治会長〉 

雨後の草が成長する時期に行うと、効率が良いと思います。 

〈市長〉 

グリーンドクターの資格を持った職員がいるので、地域や草の種類による違いなども含めて、

早々に現地を確認します。 

 

○連合会長からまとめのことば 

○市長からまとめのことば 


